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２
０
１
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歉
平
成
似似
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事事
月

似寺
日

金
曜
日

山
林
買
収

似歯事歯．事事．似寺

海
外
資
本
の
企
業
・
個
人
に
よ
る
道
内
民

有
林
の
買
収
が
話
題
を
集
め
て
い
る
盜
十
勝

で
も
２
０
０
９
年
欷
台
湾
の
個
人
が
清
水
町

内
の
３
吋
を
買
収
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
檸

た
▼
清
水
の
ケ
欟
ス
は
静
養
目
的
の
別
荘
と
み
ら

れ
欷
ひ
と
ま
ず
転
売
な
ど
の
心
配
は
な
さ
そ
う
だ
盜

た
だ
山
林
が
い
と
も
簡
単
に
外
国
人
の
手
に
渡
檸
て

い
る
実
態
に
は
欷
複
雑
な
気
分
に
な
る
▼
バ
ブ
ル
全

盛
期
盜
ゴ
ル
フ
場
用
地
と
し
て
管
内
の
山
林
が
歉
本

州
の
歐
企
業
に
買
収
さ
れ
欷
そ
の
後
欷
計
画
が
頓
挫

し
た
こ
と
が
あ
檸
た
盜
あ
の
山
林
は
ど
う
な
檸
た
の

だ
ろ
う
盜
い
檸
た
ん
人
手
に
渡
れ
ば
個
人
の
所
有
権

が
絡
み
欷
行
政
の
管
理
は
行
き
届
か
な
く
な
る
▼
気

に
な
る
の
は
十
勝
管
内
の
一
般
民
有
林
の
所
有
形

態
盜
約
烋
万
吋
の
う
ち
欷
実
に
４
分
の
１
に
当
た
る

５
万
６
０
０
０
吋
を
農
業
者
が
所
有
し
て
い
る
盜
専

業
で
さ
え
採
算
を
合
わ
せ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
の

だ
か
ら
欷
農
業
の
副
収
入
に
な
る
わ
け
が
な
い
盜
造

林
す
れ
ば
欷
そ
の
分
赤
字
に
な
る
盜
伐
採
後
欷
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
山
が
増
え
て
い
る
▼
ふ
と
思

い
浮
か
べ
た
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
歉
環
太
平
洋
連
携
協

定
歐盜
関
税
撤
廃
で
農
業
生
産
が
打
撃
を
受
け
た
場

合
欷
経
営
の
苦
し
い
農
家
は
山
を
維
持
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
盜
林
業
だ
け
で
山
林
は
守
れ
な
い
こ
と
を
示

唆
す
る
▼
山
だ
け
で
は
な
い
盜
農
地
自
体
も
歉
法
の

規
制
が
あ
る
と
は
い
え
歐
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
す
れ

ば
楽
観
で
き
な
い
盜
十
勝
の
大
地
は
農
家
が
支

え
て
い
る
盜国
土
保
全
の
観
点
で
農
業
を
考
え

る
こ
と
は
重
要
だ
盜

歉
能
勢
雄
太
郎
歐

最高気温 ４℃
最低気温－５℃

コープさっぽろの札内店開店 ３

降雪遅れ、出番待つ「雪もの」似慈

河村市長辞職し出直し選挙へ ５

アンティークカメラ収集侍歯歯台事寺

大正以降のカメラを収集す

る大樹町の大石博さん（狆）。

一眼・二眼

レフ、スプ

リングカメ

ラなどコレクシ

ョンは約侍歯歯台

で、「カメラを

通じた出会いに

感謝」。

雪はいつ？ 本格的な降雪

が遅れ、除雪用具や冬用ワイ

パーなど〝雪もの〟の売れ行き

は低調だ。各店とも充実の品

ぞろえで出番を待っている。

名古屋市、出直し市長選へ。

河村たかし市長は焉日、議会

解散請求で有効署名に達しな

かったことを受け来月にも辞

職、再出馬する意向を表明。

コープさっぽろさつない店

（幕別町札内豊町）が焉日、オ

ープンした。管内３店目で、

環境配慮型の店舗。さっそく

買い物客でにぎわった。

テレビ ６、７、似持

エンタメ ９
スポーツ 事事～事侍

ぐるっと事持町村 事寺～事時

ライフ（経済） 似事

せいかつ掲示板 似侍

日

本

選
手
初

アジア大会
似歯歯も制す

歇
広
州
時
事
歃
第
炯
回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
第
炙
日
は
烙
日
欷
当
地

で
行
わ
れ
欷
陸
上
女
子
２
０
０
陰

決
勝
で
欷
幕
別
町
出
身
の
福
島
千

里
選
手
歉
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
Ａ
Ｃ

｜
帯
南
商
高
出
歐
が
烋
秒
爭
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
盜

福
島
は
欷
烟
日
の
陸
上
女
子
１

０
０
陰
で
も
優
勝
し
て
お
り
欷
両

種
目
で
の
２
冠
は
日
本
選
手
で
初

の
快
挙
盜

女
子
２
０
０
陰
で
の
日
本
勢
の

優
勝
は
１
９
８
２
年
ニ
欒
欟
デ
リ

欟
大
会
の
磯
崎
公
美
以
来
焜
年
ぶ

り
盜

歉
事侍
面
に
関
連
記
事
歐

陸
上
女
子
２
０
０
陰
決
勝
で
優
勝
し
欷
日
の
丸
を
背
に
笑
顔
を
見
せ
る
福
島
千
里
選
手
歳

烙
日
欷
中
国
・
広
州
歉
時
事
歐

新
施
設
は欹
共
同
方
式
飮

市
議
会
特
別
委
が
中
間
報
告

給食調理場

管
内
か
ら
７
件
採
択

応
援
フ
櫟
ン
ド
全
道
で
侍児
件

中小企業
センター

多
く
の
民
意
論
議
迫
る

議会内、慎重論が大勢

帯
広
市
議
会
の
定
数
歉
現
行
熈
歐
の
灑
減
を
求
め
て
条
例
改
正
請
求
を
予
定
し
て
い
る
欹
市
民
絆
の
会
飮

歉
長
内
恵
美
子
会
長
歐
が
有
権
者
５
６
６
６
人
分
の
署
名
簿
を
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
た
こ
と
に
対

し
欷
議
会
内
で
は
昨
年
欷
定
数
論
議
を
行
檸
た
こ
と
な
ど
か
ら
消
極
的
受
け
止
め
が
多
い
も
の
の
欷欹
多
く

の
民
意
の
存
在
は
重
く
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
飮
と
い
う
反
応
も
広
が
檸
て
い
る
盜
有
効
署
名
数
が
要
件

歉
有
権
者
の
２
７
７
２
人
以
上
歐
を
満
た
せ
ば
来
年
１
月
の
臨
時
議
会
で
提
案
・
審
議
さ
れ
る
盜
多
く
の
市

民
が
署
名
を
し
た
と
い
う
事
実
は
重
く
欷
本
格
的
な
削
減
論
議
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
盜

市議会定数減署名字寺寺寺人分

帯
広
市
議
会
の
議
員
定
数
の
上

限
歉
地
方
自
治
法
歐
は
煢
で
欷
条

例
上
の
定
数
は
２
０
０
３
年
の
改

選
期
か
ら
現
行
の
ま
ま
盜

昨
年
灑
月
の
臨
時
議
会
で
欷
定

数
論
議
が
行
わ
れ
欷欹
２
減
飮欹
４

減
飮
が
議
員
提
案
さ
れ
た
盜
し
か

し
欷
２
減
案
は
公
明
の
大
石
清
一

会
長
欷
後
藤
美
智
子
氏
欷
大
竹
口

武
光
氏
欷
藤
澤
昌
隆
氏
の
４
人
が

賛
成
し
た
だ
け
盜
４
減
案
は
未
来

創
造
ク
ラ
ブ
の
荻
原
昭
勝
会
長
欷

谷
内
利
夫
氏
欷
石
井
啓
裕
氏歉
現
餐

議
長
歐欷山
崎
泉
氏
欷新
風
炮
の
有

城
正
憲
氏
欷編
田
照
茂
氏歉
現
餐
隗

始
妻
か
い
し
妻
会
歐欷青
空
会
の
山

田
霄
太
郎
氏歉
現
餐
新
風
炮
歐の
７

人
だ
け
が
賛
成
し
欷否
決
さ
れ
た
盜

た
だ
欷両
案
合
わ
せ
れ
ば
欷議
会
の

３
分
の
１
強
が
削
減
に
賛
成
し
た

こ
と
に
な
る
盜

こ
の
時
の
論
議
で
は
削
減
派
が

欹
職
員
も
仕
事
量
は
増
え
て
い
る

が
数
は
減
檸
て
い
る
飮欹
道
内
他

都
市
も
削
減
の
流
れ
飮
な
ど
と
訴

え
欷
現
状
維
持
派
は
欹
代
表
機
能

は
民
主
主
義
の
コ
ス
ト
飮
と
い
檸

た
主
張
を
展
開
し
た
盜
瀘
年
市
議

選
で
十
勝
毎
日
新
聞
社
の
ア
ン
ケ

欟
ト
に
保
守
系
議
員
灣
人
が
２
殳

灑
減
を
掲
げ
て
い
た
が
欷
保
守
系

会
派
は
欹
定
数
は
市
民
５
０
０
０

人
程
度
に
１
人
の
割
合
が
妥
当
飮

と
現
状
維
持
に
回
檸
た
盜

欹
根
拠
聞
き
た
い
飮

定
数
問
題
は
欹
昨
年
欷
論
議
は

尽
く
し
た
飮歉
鈴
木
孝
昌
議
会
運

営
委
員
長
妻
清
翔
ク
ラ
ブ
会
長
歐

と
い
う
認
識
の
あ
る
中
で
欷
今
回

の
定
数
削
減
要
求
署
名
は
欷欹
寝

た
子
を
起
こ
し
た
飮
こ
と
に
も
な

る
盜
新
風
炮
の
小
森
唯
永
会
長
は

欹
昨
年
の
論
議
に
固
執
せ
ず
欷
灑

減
を
求
め
る
根
拠
を
聞
い
て
み
た

い
飮
と
語
る
盜
谷
内
氏
も
欹
市
民

の
間
に
削
減
を
望
む
声
が
あ
る
の

は
確
か
飮
と
説
く
盜
ま
た
公
明
の

大
石
会
長
は
欹
条
例
改
正
案
が
提

出
さ
れ
れ
ば
拙
速
に
結
論
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
飮
と
指
摘
盜
隗
始

会
の
渡
辺
和
寛
会
長
も
欹
ど
の
程

度
の
定
数
が
適
当
か
考
え
続
け
る

こ
と
が
大
切
飮
と
し
て
い
る
盜

た
だ
欷
議
員
の
大
半
は
慎
重
論

と
い
う
の
が
実
態
盜
民
主
・
市
民

連
合
の
野
原
一
登
会
長
は
欹
地
域

主
権
の
流
れ
で
欷
削
減
あ
り
き
の

論
議
は
い
け
な
い
飮
と
指
摘
盜
共

産
の
稲
葉
典
昭
団
長
も
欹
削
減
に

反
対
の
市
民
も
多
い
盜
過
去
の
議

論
の
積
み
上
げ
を
覆
す
要
素
は
な

い
飮
と
す
る
盜

炳
日
以
内
に
審
査

署
名
を
め
ぐ
る
今
後
の
動
き

は
欷
市
選
管
が
灑
月
炒
日
ま
で
炳

日
以
内
に
有
効
性
を
審
査
盜
審
査

終
了
後
７
日
間
の
縦
覧
を
経
て
欷

有
効
署
名
数
が
確
定
す
る
盜
署
名

数
が
要
件
を
満
た
せ
ば
市
長
に
本

請
求
欷
市
長
が
条
例
改
正
を
提
案

す
る
盜
審
議
は
議
会
運
営
委
員
会

に
付
託
さ
れ
る
見
通
し
だ
盜

道
内
同
規
模
都
市
の
議
員
定
数

は
欷
苫
小
牧
煥
欷
釧
路
煢
盜
釧
路

は
来
年
４
月
の
改
選
か
ら
欹
焜
飮

に
削
減
す
る
盜
表
向
き
の
議
論
と

は
別
に
欷
議
会
内
に
は
欹
市
民
に

歡
な
ぜ
帯
広
だ
け
現
状
維
持
か
歸

と
問
わ
れ
れ
ば
厳
し
い
飮欹
削
減

意
見
を
シ
櫺
蘖
ト
ア
ウ
ト
す
れ
ば

次
期
改
選
で
有
権
者
の
不
信
を
招

く
飮
と
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
盜

歉
岩
城
由
彦
歐

帯
広
市
議
会
新
学
校
給
食
調
理

場
調
査
特
別
委
員
会
歉
野
原
一
登

委
員
長
歐
は
烙
日
午
後
欷
新
施
設

を
欹
共
同
調
理
場
方
式
飮
と
す
る

中
間
報
告
を
ま
と
め
た
盜欹
施
設

の
老
朽
化
が
進
み
欷
早
期
整
備
が

求
め
ら
れ
欷
共
同
式
で
の
整
備
が

望
ま
し
い
と
す
る
意
見
が
多
数
示

さ
れ
た
飮
と
理
由
を
示
し
欷
安
心
欷

安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
欷
食
育

推
進
な
ど
も
求
め
た
盜
煥
日
開
会

の
定
例
市
議
会
で
報
告
す
る
盜

中
間
報
告
で
は
欷
単
独
歉
自
校
歐

方
式
欷
共
同
方
式
そ
れ
ぞ
れ
の
優

位
性
を
比
較
し
欷
共
同
方
式
は
施

設
整
備
費
・
運
営
経
費
の
節
減
や

合
理
化
や
欷
少
子
化
に
伴
う
学
校

統
廃
合
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
可
能

と
し
た
盜

た
だ
欷
共
同
方
式
の
選
択
に
あ

た
り
欷
基
本
構
想
策
定
で
は
単
独

方
式
の
優
位
性
を
十
分
踏
ま
え
る

よ
う
求
め
て
お
り
欷
機
配
送
時
間

の
短
縮
帰
地
場
産
食
材
や
生
野
菜

の
積
極
活
用
毅
調
理
ラ
イ
ン
の
分

離
な
ど
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減
気
き

め
細
か
な
ア
レ
ル
ギ
欟
対
応
食
の

提
供
｜
な
ど
を
留
意
点
と
し
て
挙

げ
た
盜

同
特
別
委
は
７
月
１
日
に
設

置
盜
千
葉
県
浦
安
市
な
ど
の
３
市

の
学
校
給
食
事
業
を
視
察
す
る
先

進
事
例
調
査
や
計
９
回
の
論
議
を

経
て
欷
１
日
の
第
７
回
委
員
会
で

市
側
が
設
置
方
式
を
欹
共
同
方

式
飮
と
示
し
た
基
本
構
想
素
案
も

受
け
て
欷
中
間
報
告
を
ま
と
め

た
盜

歉
原
山
知
寿
子
歐

歇
札
幌
歃
道
中
小
企
業
総
合
支

援
セ
ン
タ
欟
は
欷
道
中
小
企
業
応

援
フ
櫟
ン
ド
事
業
に
十
勝
関
係
の

７
件
を
含
む
煢
件
を
採
択
し
た
と

発
表
し
た
盜

安
西
製
作
所
歉
帯
広
市
歐
は
生

産
性
と
品
質
向
上
に
向
け
た
体
質

改
善
の
事
業
を
実
施
盜
鹿
追
そ
ば

歉
鹿
追
町
歐
は
欹
北
海
地
鶏
Ⅱ
飮

を
活
用
し
た
麺
歉
め
ん
歐
ス
欟
プ

の
開
発
欷
農
事
組
合
法
人
西
上
経

営
組
合
歉
同
歐
も
同
地
鶏
を
使
檸

た
ス
モ
欟
ク
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
計
画
し
て
い
る
盜

ラ
ン
ラ
ン
・
フ
櫟
欟
ム
歉
清
水

町
歐
は
十
勝
産
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
葉
を
利
用
し
た
高
付
加
価
値
化

粧
品
を
研
究
開
発
盜
ノ
欟
ス
テ
蘖

ク
財
団
歉
札
幌
市
歐
は
ノ
ベ
ル
ズ

歉
士
幌
町
歐
な
ど
と
共
同
で
交
雑

種
経
産
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
欷

フ
欟
ド
ア
ン
ド
ブ
レ
蘖
ド
歉
同
歐

と
は
道
産
小
麦
の
ふ
す
ま
歉
表

皮
歐
を
使
檸
た
パ
ン
の
開
発
や
販

路
開
拓
欷
十
勝
清
水
フ
欟
ド
サ
欟

ビ
ス
歉
清
水
町
歐
と
は
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
炙
カ
月
齢
去
勢
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
に
取
り
組
む
盜

同
フ
櫟
ン
ド
事
業
は
９
月
に
公

募
し
欷
熹
件
の
応
募
が
あ
檸
た
盜

助
成
額
総
額
は
９
３
２
６
万
４
０

０
０
円
盜

歉
山
下
聡
実
歐

来
年
度
職
員
派
遣

幕
別
と
芽
室
に

北
海
道

歇
札
幌
歃
道
は
欷
昨
年
度
創
設

し
た
職
員
派
遣
制
度
に
基
づ
き
欷

２
０
１
１
年
度
の
派
遣
先
市
町
村

を
公
表
し
た
盜
十
勝
管
内
は
地
域

振
興
の
推
進
で
幕
別
町
欷
権
限
移

譲
の
推
進
で
芽
室
町
へ
の
派
遣
が

内
定
し
た
盜

地
域
振
興
で
は
道
内
炮
市
町
村

に
職
員
が
派
遣
さ
れ
欷
幕
別
町
で

は
欹
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
推

進
飮
を
担
当
す
る
盜
権
限
移
譲
で

は
道
内
４
市
町
に
各
１
人
を
派

遣
盜
芽
室
町
は
介
護
保
険
や
高
齢

者
福
祉
な
ど
福
祉
・
医
療
関
連
の

事
務
を
中
心
に
権
限
移
譲
を
受
け

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
盜

今
年
度
か
ら
の
派
遣
先
市
町
村

と
合
わ
せ
る
と
欷
管
内
へ
の
派
遣

は
地
域
振
興
が
帯
広
な
ど
３
市

町
欷
権
限
移
譲
が
鹿
追
欷
芽
室
の

２
町
に
な
る
盜

職
員
派
遣
制
度
は
欷
昨
年
４
月

に
施
行
し
た
道
地
域
振
興
条
例
に

基
づ
く
も
の
盜
市
町
村
か
ら
希
望

を
募
り
欷
原
則
２
年
間
派
遣
す

る
盜

歉
山
下
聡
実
歐


